
 

令和 2年度 事 業 計 画 書 

 

公益財団法人 医学教育振興財団 

 

令和 2 年度においては、事業の一層の充実発展を期し、以下の計画を推進する。 

1. 医学教育に関する調査・研究並びに資料の収集 

（１）第 40 回「国内医科大学視察と討論の会」の開催 

国内の医科大学１校を選び、医学教育のシステム、カリキュラム等について実地に視察

研究し、今後の医学教育の改善に資する。 

    期 日：９月 10日（木）・11 日（金）／開催校：東邦大学医学部 

2. 医学教育に関する研究の助成 

（１）基礎医学教育、臨床医学教育及び卒直後教育の調査・研究に対する助成 

（２）医学教育賞（懸田賞） 

3. 医学教育機関の教職員及び学生に対する研修及び援助 

（１）第 32 回「医学教育指導者フォーラム」の開催 

国公私立医科大学（医学部）における医学教育の改善並びに教育研究組織の円滑な管理

運営に資するため、医学教育について責任ある立場の者を対象に開催する。 

    期 日：７月 14日（火）／会 場：東京慈恵会医科大学１号館講堂 

    テーマ：教育データに基づいたプログラム評価 

     講 師： 

Trevor Gibbs 

President, Association for Medical Education in Europe (AMEE) / Independent Consultant and 

Professor, Medical Education & Primary Care, UK 

 Rodrigo B. Cavalcanti  

Associate Professor of Medicine, University of Toronto / Director, HoPingKong Centre for Excellence in  

Education and Practice (CEEP), University Health Network (UHN), Canada 

 

  （２）英国大学医学部における臨床実習のための短期留学 

   医学生の派遣 

派遣予定校６校（ﾆｭｰｷｬｯｽﾙ・ｾﾝﾄｼﾞｮｰｼﾞ・ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ・ｸﾞﾗｽｺﾞｰ・ﾘｰｽﾞ・ﾀﾞﾝﾃﾞｨｰ） 

  （３）川崎学園・グリーンテンプルトンカレッジ（JMEF）フェローシップ 

医学研究者を英国オックスフォード大学グリーンテンプルトンカレッジに医学研究 

等のために留学させる。 

  （４）基礎研究医養成支援事業 

各大学が実施している基礎研究医養成プログラムに在籍する学生に奨学金を支給する。 

4. 医学教育資料等の刊行 

   『J.M.E.F.』の刊行、「国内医科大学視察と討論の会」、「英国短期留学」報告書の作成 

5. その他目的を達成するための事業 

内外の関連機関・団体との提携、協力及び交流を行うほか、医学教育機関から委託された  

事業を行う。 
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令和２年度においては、事業の一層の充実を図りつつ、次のとおり事業を実施した。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響のため、予定していた第 40回「国内医科大学視察と討論の

会」、第 32 回「医学教育指導者フォーラム」、第 32 回「英国大学医学部における臨床実習のための短

期留学」は中止した。 

１．医学教育に関する調査・研究並びに資料の収集 

（１）第 40 回「国内医科大学視察と討論の会」の開催 ※中止 

 

２．医学教育に関する研究の助成 

（１）令和２年度「医学教育研究助成」 

① 基礎医学教育、臨床医学教育及び卒後医学教育の調査・研究に対する助成事業である。本財

団審査委員会において審査を行い、申請 29件のうち以下の５件に助成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「医学教育研究助成(令和元年度)報告会」の開催 

令和２年 12 月 16 日（水）オンライン方式にて、医学教育研究助成(令和元年度)報告会が開催

され、以下の報告が行われた。研究助成授与者、文部科学省医学教育課、本財団役員等約 30

名が参加した。 

・報告１ 疫学・統計学演習にピア・インストラクションを加えた際の学習効果向上に関す

る調査研究 

三橋 利晴 岡山大学病院新医療研究開発センター助教 

・報告２ 頭頸部解剖実習における修正 Thiel 法の開発 

末永  潤 横浜市立大学医学研究科脳神経外科講師 

・報告３ アクティブラーナーを育てる協同(LTD)を基盤とした改良型 PBL テュートリアル

の教育効果の分析研究 

小松 誠和 久留米大学医学部免疫学講座講師 

氏名 所属 研究課題（助成額） 

野村  理 弘前大学大学院医学研究科救

急・災害医学講座助教 

日本語版 Script Concordance Test の開発と妥当

性検証（30 万円） 

小林 朋子 東北大学東北メディカル・メ

ガバンク機構予防医学・疫学

部門小児発達学分野准教授 

「遺伝医療・ゲノム医療」理解促進のための医

学教育プログラムの開発と普及に関する研究

（30万円） 

松田 陽子 香川大学医学部病理病態学・

生体防御医学講座腫瘍病理学

教授 

バーチャルスライドデジタル画像の病理学教

育への利用と他施設との協力体制の整備（30

万円） 

青木俊太郎 福島県立医科大学医学部医療

人育成・支援センター助教 

医療面接で用いられる非言語的コミュニケー

ションは何か？機械学習による面接動画の予

備的解析（30万円） 

清水 郁夫 信州大学医学部附属病院医療

安全管理室助教 

WHO カリキュラムに基づいた医療安全 post 

CC OSCE の開発と妥当性検証（グループ研究）

（60万円） 
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・報告４ 能動学習方略を組み合わせた自己学習養成型・臨床実習前症候学診断学授業カリ

キュラム開発～事前学習・講義・SGD・ケースプレゼンテーション・シミュレー

ション・ポートフォリオの効果的組み合わせ～ 

高村 昭輝 金沢医科大学医学教育学講座講師 

・報告５ 医学生の重要教育アウトカムを左右する学業・生活上の予測因子の解析に基づく

教育・指導方法の開発 

堀田 晶子 東京大学大学院医学系研究科・医学部臨床実習・教育支援室助教 

司会）前野 哲博 筑波大学医学医療系教授 

 

（２）令和２年度「医学教育賞(懸田賞)」 

若手の研究者を対象として、医学教育の奨励に貢献のあった者に与える医学教育賞(懸田

賞)の第 28号を授与した。なお、選考は一般社団法人日本医学教育学会に依頼した。 

第 28号受賞者：春田 淳志 慶應義塾大学医学教育統轄センター准教授 

論文： Realist approach to evaluating an interprofessional education program for medical students in 

clinical practice at a community hospital」(Medical Teacher 2020;42(1):101-110) 

 

３．医学教育機関の教職員及び学生に対する研修及び援助 

（１）第 32 回「医学教育指導者フォーラム」の開催 ※中止 

（２）第 32 回「英国大学医学部における臨床実習のための短期留学」の実施 ※中止 

 

４．医学教育資料等の刊行 

本財団機関誌『J.M.E.F.』第 40 号を編集刊行した。また、令和元年度「英国大学医学部での臨床実

習のための短期留学」報告書を作成した。 

 

５．その他 

（１）国内及び海外への情報発信の充実を図るため、本財団ウェブサイトを全面リニューアルした。 

 

６．会員 

医科大学・医学部 81 校（国立 43 校・公立８校・私立 30校）が一般会員として、本財団事業の実施

に参画している。 

令和２年度に賛助会員として財団の事業にご協力いただいた企業は、次の 12 社である。 

アステラス製薬株式会社 アルフレッサ株式会社 

学園パーキング株式会社 協和キリン株式会社 

グラクソ・スミスクライン株式会社  塩野義製薬株式会社 

株式会社スズケン 武田薬品工業株式会社 

第一三共株式会社 中外製薬株式会社 

東邦薬品株式会社 株式会社メディセオ 

 

７．寄附金等の募集 

本財団が実施する各種事業の一層の拡充を図るため、下記事業にあてることを目的として寄附金等
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の助成を受けた。 

・「令和２年度 医学教育振興財団事業」に対する寄附として 

株式会社医学書院  50,000 円 

 

８．令和２年度 医学教育振興財団 会議録 
 

月 日 会 議 等 議  事 

令和２年   

４月 21 日(火) 理事会（決議省略） 議案 

  事業計画の変更について 

  （1）理事会(5 月 26 日)の対面方式による開催中 

  止に伴う代替策について 

  （2）第 32 回「英国大学医学部における臨床実習 

  のための短期留学」募集中止について 

  （3）第 32 回「医学教育指導者フォーラム」開催 

  中止について 

  （4）第 40 回「国内医科大学視察と討論の会」開 

  催中止について 

   

５月 25 日(月) 理事会（決議省略） 議案 

  （1）令和元年度事業報告について 

  （2）令和元年度収支決算について 

  （3）評議員会の日時及び場所並びに目的である 

  事項等について 

   

６月 11 日(木) 評議員会（決議省略） 議案 

  （1）令和元年度事業報告について 

  （2）令和元年度収支決算について 

  （3）理事の選任について 

  （4）監事の選任について 

  （5）評議員の選任について 

   

６月 24 日(水) 理事会（決議省略） 議案 

  （1）理事長及び常務理事の選定について 

  （2）各種委員会委員の選任について 

  （3）名誉会員の推薦について 

   

   

12 月 16 日(水) 

 
令和元年度医学教育研究助成報告会 詳細は「事業報告書」に記載 

 （オンライン方式）  

   

   

令和３年   

１月 21 日(木) 審査委員会 議案 

 （オンライン方式）  令和３年度医学教育研究助成の審査について 
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３月１日(月) 第 18 回理事会 議案 

 （オンライン方式） （1）令和３年度事業計画について 

  （2）令和３年度収支予算について 

  （3）各種委員会委員の選任について 

  報告 

  （1）医学教育研究助成について 

  （2）職務の執行状況について 

   

 

 

附属明細書 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第３項に規定する「事業報告の内

容を補足する重要な事項」は、特に無い。 



科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計 令和元年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1　経常増減の部
　（１）　経常収益
　　　　①　基本財産運用益 2,800,000 1,200,000 4,000,000 4,000,000 0
　　　　②　特定資産運用益 1,642,000 0 1,642,000 1,642,000 0
　　　　③　受取会費　 28,035,000 12,015,000 40,050,000 39,600,000 450,000
　　　　④　事業収益 1,000,000 0 1,000,000 1,000,000 0
　　　　⑤　受取寄付金 20,800,000 0 20,800,000 20,800,000 0
　　　　⑥　雑収益 10,000 0 10,000 10,000 0
　　　経常収益計 54,287,000 13,215,000 67,502,000 67,052,000 450,000
　（２）　経常費用
　　　　①　事業費 61,915,000 61,915,000 61,915,000 0
　　　　　　　奨学金事業費 20,000,000 20,000,000 20,000,000 0
　　　　　　　給料手当 17,500,000 17,500,000 15,400,000 2,100,000
　　　　　　　退職給付費用 500,000 500,000 500,000 0
　　　　　　　法定福利費 2,415,000 2,415,000 2,415,000 0
　　　　　　　会議費 600,000 600,000 600,000 0
　　　　　　　旅費交通費 1,300,000 1,300,000 1,300,000 0
　　　　　　　通信運搬費 300,000 300,000 300,000 0
　　　　　　　減価償却費 0 0 0 0
　　　　　　　消耗品費 100,000 100,000 100,000 0
　　　　　　　賃借料 3,000,000 3,000,000 3,000,000 0
　　　　　　　調査研究費 3,000,000 3,000,000 3,000,000 0
　　　　　　　広報普及費 2,000,000 2,000,000 3,000,000 △ 1,000,000
　　　　　　　学術会議費 9,000,000 9,000,000 10,100,000 △ 1,100,000
　　　　　　　研究助成費 2,100,000 2,100,000 2,100,000 0
　　　　　　　雑役務費 100,000 100,000 100,000 0
　　　　②　管理費 12,205,000 12,205,000 11,305,000 900,000
　　　　　　　役員報酬 60,000 60,000 60,000 0
　　　　　　　給料手当 7,500,000 7,500,000 6,600,000 900,000
　　　　　　　退職給付費用 200,000 200,000 200,000 0
　　　　　　　法定福利費 1,035,000 1,035,000 1,035,000 0
　　　　　　　福利厚生費 110,000 110,000 110,000 0
　　　　　　　会議費 50,000 50,000 50,000 0
　　　　　　　旅費交通費 500,000 500,000 500,000 0
　　　　　　　通信運搬費 100,000 100,000 100,000 0
　　　　　　　減価償却費 0 0 0 0
　　　　　　　消耗品費 400,000 400,000 400,000 0
　　　　　　　光熱水料費 350,000 350,000 350,000 0
　　　　　　　賃借料 1,200,000 1,200,000 1,200,000 0
　　　　　　　諸謝金 100,000 100,000 100,000 0
　　　　　　　交際費 100,000 100,000 100,000 0
　　　　　　　雑役務費 500,000 500,000 500,000 0
　　　経常費用計 61,915,000 12,205,000 74,120,000 73,220,000 900,000
　　　　　当期経常増減額 △ 7,628,000 1,010,000 △ 6,618,000 △ 6,168,000 △ 450,000
　２　経常外増減の部
　（１）　経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0 0 0 0
　（２）　経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 7,628,000 1,010,000 △ 6,618,000 △ 6,168,000 △ 450,000
　　　　　一般正味財産期首残高 393,257,078 96,586,159 489,843,237 496,011,237 △ 6,168,000
　　　　　一般正味財産期末残高 385,629,078 97,596,159 483,225,237 489,843,237 △ 6,618,000
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 385,629,078 97,596,159 483,225,237 489,843,237 △ 6,618,000

令和２年度収支予算書

　　公益財団法人医学教育振興財団
　　　　　　　　　　　　（単位：　円）

（令和2年４月１日～令和3年３月３１日）



（単位：　円）
科　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　　　　現金 22,166 124,641 △102,475
　　　　　　預金 11,948,820 3,754,735 8,194,085
　　　　流動資産合計 11,970,986 3,879,376 8,091,610
　２　固定資産
　　(1)　基本財産
　　　　　　投資有価証券 300,000,000 299,901,000 99,000
　　　　基本財産合計 300,000,000 299,901,000 99,000
　　(2)　特定資産
　　　　　　退職給付引当資産 7,058,528 6,041,827 1,016,701
　　　　　　国際交流事業基金
　　　　　　　 投資有価証券 210,000,000 210,000,000 0
　　　　　　　 預金 15,799,127 13,858,053 1,941,074
　　　　特定資産合計 232,857,655 229,899,880 2,957,775
　　(3)　その他固定資産
　　　　　　什器備品 0 0 0
　　　　　　電話加入権 233,400 233,400 0
　　　　その他固定資産合計 233,400 233,400 0
　　　　固定資産合計 533,091,055 530,034,280 3,056,775
　　　　資産合計 545,062,041 533,913,656 11,148,385

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　　　　未払金 0 17,108 △17,108
　　　　　　預 り金 547,011 576,417 △29,406
　　　　流動負債合計 547,011 593,525 △46,514
　２　固定負債
　　　　　　退職給付引当金 7,058,528 6,041,827 1,016,701
 　　　　固定負債合計 7,058,528 6,041,827 1,016,701
 　　　　負債合計 7,605,539 6,635,352 970,187

Ⅲ　正味財産の部
　１　一般正味財産 537,456,502 527,278,304 10,178,198
　　　　　（うち基本財産への充当額） (300,000,000) (299,901,000)   ( 99,000)
　　　　　（うち特定資産への充当額） (232,857,655) (229,899,880) (2,957,775)
　　　　正味財産合計 537,456,502 527,278,304 10,178,198
　　　　負債及び正味財産 545,062,041 533,913,656 11,148,385

貸　　借　　対　　照　　表
令和3年３月３１日現在



　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：　円）
科　　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1　経常増減の部
　　　（１）　経常収益
　　　　　　①　基本財産運用益 3,911,630 3,922,500 △ 10,870
　　　　　　②　特定資産運用益 2,172,728 1,973,018 199,710
　　　　　　③　受取会費 40,050,000 40,050,000 0
　　　　　　④　事業収益 0 1,025,000 △ 1,025,000
　　　　　　⑤　受取寄付金 50,000 550,000 △ 500,000
　　　　　　⑥　雑収益 284 9,572 △ 9,288
　　　　　経常収益計 46,184,642 47,530,090 △ 1,345,448
　　　（２）　経常費用
　　　　　　①　事業費 25,521,823 35,480,875 △ 9,959,052
　　　　　　　　　奨学金事業費 0 0 0
　　　　　　　　　給料手当 15,946,980 14,764,120 1,182,860
　　　　　　　　　退職給付費用 711,691 843,211 △ 131,520
　　　　　　　　　法定福利費 1,772,499 2,246,206 △ 473,707
　　　　　　　　　会議費 11,000 539,442 △ 528,442
　　　　　　　　　旅費交通費 0 566,230 △ 566,230
　　　　　　　　　通信運搬費 304,169 308,100 △ 3,931
　　　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　　　消耗品費 569,910 421,112 148,798
　　　　　　　　　賃借料 2,730,024 2,710,371 19,653
　　　　　　　　　調査研究費 7,515 2,709,895 △ 2,702,380
　　　　　　　　　広報普及費 1,015,173 189,885 825,288
　　　　　　　　　学術会議費 255,142 8,148,275 △ 7,893,133
　　　　　　　　　研究助成費 1,950,000 1,850,000 100,000
　　　　　　　　　雑役務費 247,720 184,028 63,692
　　　　　　②　管理費 10,484,621 10,356,052 128,569
　　　　　　　　　役員報酬 60,000 60,000 0
　　　　　　　　　給料手当 6,834,417 6,327,479 506,938
　　　　　　　　　退職給付費用 305,010 361,376 △ 56,366
　　　　　　　　　法定福利費 782,721 962,660 △ 179,939
　　　　　　　　　福利厚生費 51,150 139,455 △ 88,305
　　　　　　　　　会議費 106,920 36,004 70,916
　　　　　　　　　旅費交通費 20,000 162,700 △ 142,700
　　　　　　　　　通信運搬費 85,229 61,862 23,367
　　　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　　　消耗品費 335,341 318,806 16,535
　　　　　　　　　光熱水料費 345,103 323,992 21,111
　　　　　　　　　賃借料 1,085,304 1,077,072 8,232
　　　　　　　　　諸謝金 92,109 99,000 △ 6,891
　　　　　　　　　交際費 3,000 3,450 △ 450
　　　　　　　　　雑役務費 378,317 422,196 △ 43,879

　　　　　経常費用計 36,006,444 45,836,927 △ 9,830,483
　　　　　　　当期経常増減額 10,178,198 1,693,163 8,485,035

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和2年4月1日から令和３年3月31日まで



科　　　　　　目 当年度 前年度 増減

　２　経常外増減の部
　　（１）　経常外収益

　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　（２）　経常外費用

　　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　当期一般正味財産増減額 10,178,198 1,693,163 8,485,035
　　　　　　一般正味財産期首残高 527,278,304 525,585,141 1,693,163
　　　　　　一般正味財産期末残高 537,456,502 527,278,304 10,178,198

Ⅱ　指定正味財産増減の部

Ⅲ　正味財産期末残高 537,456,502 527,278,304 10,178,198



（単位：　円）
科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1　経常増減の部
　　　（１）　経常収益
　　　　　　①　基本財産運用益 2,738,141 1,173,489 3,911,630

　　　　　　②　特定資産運用益 2,172,728 0 2,172,728

　　　　　　③　受取会費 28,035,000 12,015,000 40,050,000

　　　　　　④　事業収益 0 0 0

　　　　　　⑤　受取寄付金 50,000 0 50,000

　　　　　　⑥　雑収益 284 0 284

　　　　　経常収益計 32,996,153 13,188,489 0 46,184,642

　　　（２）　経常費用
　　　　　　①　事業費 25,521,823 0 25,521,823

　　　　　　　　　奨学金事業費 0 0

　　　　　　　　　給料手当 15,946,980 15,946,980

　　　　　　　　　退職給付費用 711,691 711,691

　　　　　　　　　法定福利費 1,772,499 1,772,499

　　　　　　　　　会議費 11,000 11,000

　　　　　　　　　旅費交通費 0 0

　　　　　　　　　通信運搬費 304,169 304,169

　　　　　　　　　減価償却費 0 0

　　　　　　　　　消耗品費 569,910 569,910

　　　　　　　　　賃借料 2,730,024 2,730,024

　　　　　　　　　調査研究費 7,515 7,515

　　　　　　　　　広報普及費 1,015,173 1,015,173

　　　　　　　　　学術会議費 255,142 255,142

　　　　　　　　　研究助成費 1,950,000 1,950,000

　　　　　　　　　雑役務費 247,720 247,720

　　　　　　②　管理費 10,484,621 0 10,484,621

　　　　　　　　　役員報酬 60,000 60,000

　　　　　　　　　給料手当 6,834,417 6,834,417

　　　　　　　　　退職給付費用 305,010 305,010

　　　　　　　　　法定福利費 782,721 782,721

　　　　　　　　　福利厚生費 51,150 51,150

　　　　　　　　　会議費 106,920 106,920

　　　　　　　　　旅費交通費 20,000 20,000

　　　　　　　　　通信運搬費 85,229 85,229

　　　　　　　　　減価償却費 0 0

　　　　　　　　　消耗品費 335,341 335,341

　　　　　　　　　光熱水料費 345,103 345,103

　　　　　　　　　賃借料 1,085,304 1,085,304

　　　　　　　　　諸謝金 92,109 92,109

　　　　　　　　　交際費 3,000 3,000

　　　　　　　　　雑役務費 378,317 378,317

　　　　　経常費用計 25,521,823 10,484,621 0 36,006,444

　　　　　　　当期経常増減額 7,474,330 2,703,868 0 10,178,198

　２　経常外増減の部
　　（１）　経常外収益
　　　　　経常外収益計 0 0 0 0

　　（２）　経常外費用
　　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0

　　　　　　当期一般正味財産増減額 7,474,330 2,703,868 0 10,178,198

　　　　　　一般正味財産期首残高 424,006,481 103,271,823 527,278,304

　　　　　　一般正味財産期末残高 431,480,811 105,975,691 537,456,502

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 431,480,811 105,975,691 537,456,502

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
正　味　財　産　計　算　書　内　訳　表　



附　属　明　細　書

99,000
0
0

210,000,000
6,041,827

299,901,000 99,000

資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額

232,857,655

当期減少額 期末帳簿価額

15,799,127

300,000,000

7,058,528

2,957,775

0
0
0

0
0

1,016,701

1,941,074

　退職給付引当金 0

(単位：円)

0

当期増加額
その他

科　目 期首残高

1,016,7016,041,827

国際交流事業基金（投資有価証券）

期末残高

国際交流事業基金（普通預金）

特定資産計

区分

基本財産

１　基本財産及び特定資産の明細

210,000,000
13,858,053

300,000,000

229,899,880

7,058,528

当期減少額
目的使用

特定資産

投資有価証券

基本財産計

退職給付引当資産

２　引当金の明細

299,901,000



    貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 22,166

預金 ＜普通預金＞ 運転資金として 11,595,103

みずほ銀行町村会館出張所

りそな銀行本郷支店

＜通常貯金＞ 運転資金として 353,717

ゆうちょ銀行

流動資産合計 11,970,986

（固定資産）

　基本財産 投資有価証券 第51回ソフトバンク社債他 公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業及び 300,000,000

管理目的の財源として使用している。（共用財産）

　特定資産 退職給付引当資産 ＜普通預金＞ 職員退職給付引当金見合の引当資産として管理している。 7,058,528

三菱UFJ銀行赤坂支店

国際交流事業基金 ＜投資有価証券＞ 公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業の財源 210,000,000

　　　
第27回三井住友銀行劣後債他 として使用している。

＜普通預金＞ 公益目的保有財産であり、公益目的事業の用に供している。 15,799,127

三菱UFJ銀行虎ノ門支店

　その他の 什器備品 財団内：金庫、書架他 法人の基礎となる財産であり、公益目的保有財産として70%、 0

　固定資産 管理目的として30%使用している。（共用財産）

電話加入権 財団内：03-3815-3895他2本 法人の基礎となる財産であり、公益目的保有財産として70%、 233,400

管理目的として30%使用している。（共用財産）

固定資産合計 533,091,055

  資産合計 545,062,041

（流動負債）

未払金 職員 職員1名の３月分の超過勤務手当として 0

      預り金 職員 職員３名の源泉所得税、社会保険料、住民税の預かり分 547,011

流動負債合計 547,011

（固定負債）

退職給付引当金 職員 職員３名に対する退職金の支払いに備えたもの 7,058,528

固定負債合計 7,058,528

   負債合計 7,605,539

  正 味 財 産 537,456,502

                               （単位 : 円）

令和3年3月31日現在

財   産    目    録


